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の行事として卒業生は殆んど全員出演してt

に当ったのでした。
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払っても自主的に卒演を開き、今日までの1
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に勉強してらしたその熱意と努力に私達は,

末筆になりましたがご父兄の皆様、卒業
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力のお蔭でこの会を開かせて頂けた事を心

の最後として実社会へ巣立とうとしている

指導ご支援を賜ります様、出演者に代って

したげます。

十早様、本日は御来場 ドさいましてありが

この14、卒業生―同話し合った結果、音

にあたり、共に学んできた者同志の協力に
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すが、今日までのマネージメントは私達の
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神戸大学教育学部音楽FI主任

小   島 幸

木日ここに卒業演奏会が開かれる運びになりました事を,いからお喜びしています。

卒演ときくと何となく私、楽しく華やいだ気持になります。それは音楽大学のイ

メージがあるからかもしれません。がともかく若い方々が一つの目的に向って打ち

込んでいらっしやる姿はとても美しく胸の熱くなる心持が致します。

「うちの学生は音楽大学の学生とは何か違ったものがあるのではないかしら

いやあるはずだJと 皆も云い私も思っています。何故ってあの難しい入学試験を見

11に突破し、選ばれて最高学府で学問を身につけて来た人達なんですもの

現在でこそ少々実技の程度が低くあろうともやがて幅広い教養が物を云って社会

活
黎窪[軍と権鮨?ξ[λ[籠続撃言:力で〔百:it兄ふT室星罰』11讐楽科
の行事として卒業生は殆んど全員出演していましたし下級生も教官 も総動員

でそれ

に当ったのでした。

一昨年は紛争で準備も出来ず、又演奏会を開く事の意義に就いても問題があると

云う事で、とうとう中 Lになりました。私は卒演開催をのそんでいましたのでとて

l[il肯言ir「尊[[:Ii[甘[i[:1:3量7::IIti:[II[
りの応援をし度いと思いました。

外部で行うと云う■1は学内でとは又違った勉強が出来るのです。IH来、不出来は

どんな立派な演奏家でもある事ですし、その瞬間に於てはそれが本人の
ベストです

からILむを得ないのですが今 1に向って各自夫々が、全身全霊を|」ち込んで、専ら

に勉強してらしたその熱意と努力に私達は心からの拍 Fを送 り度いと思います。

末筆になりましたがご父兄の皆様、卒業生、友人の皆様方にはお忙しいなかをお

時間を古Jいてお出かけ下さいまして、真に有‖:うございました。皆さんの暖いご協

力のお蔭でこの会を開かせて頂けた事を心から感詢l中し上げます。これを学園生活

の最後として実社会へ巣立とうとしているこの方達のために、今後ともよろしくお

指導ご支援を賜ります様、出演者に代って私か ら重ねてお願いし、合せてお礼を申

しLげます。

|キ様、本国は」ll来場 ドさいましてありがとうございます。

この1支、卒業」i一同話し合った糸li ll、音楽的には未1ムですが、大学生1舌を終える

にあたり、共に学んできた者「1志の協 l」により発表の機会をもちたいという意見に

まとまりました。ここに、「1年間とだえていた卒業演葵会をりJ催させて頂くわけで

すが、今日までのマネージメントは私達の分11で行なって参りました/も、1可
1)不行

きFllきの点が多いとは思いますがl・l了承下さいませ。

″、i主一Fl、今¬のステージを第一歩として、なお一‖努力致したく思ってお
)ま

す。今後とも十

"様

の暖かきllll支援とllllIL判をよろしくお‖慣い致します。

日日寺 :1971年 3月13日 (土)P,M。6:30
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